
広報・機運醸成に関する

サウンディング型市場調査概要

第83回国民スポーツ大会及び第28回全国障害者スポーツ大会
群馬県準備委員会https://sports2029.pref.gunma.jp

両大会の概要はこちら



広報・機運醸成について

目的：県民の誇りを育むとともに、スポーツを通じた地域の活性化につなげる大会に

県民が「来県者へのもてなし」や「地域の魅力発信」等をすることにより、地域への愛着や誇りの醸成を目指します。また、

「選手の応援」などを通じて心に残る楽しさや感動を共有し、スポーツへの関心向上や地域の活性化につなげます。

広報・機運醸成の目標（ゴール）

大会、ボランティア活動などに参加し、

県民一丸で盛り上げる

来県者を

温かい心で迎える

選手の支援・応援などを通じて、

スポーツに触れ、自ら楽しむ

来県者等との交流を通じて、

群馬県の魅力を発信
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広報・機運醸成の課題

前例踏襲により取組が硬直化・行政主体で相当な人員をかけて実施

各年、先催県が広報・機運醸成活動を行っているが・・

1980年代

花苗の植付け、清掃活動、横断幕の制
作、上州さわやか音頭の制作 など

環境美化運動、手作りのぼり旗等の作成、イ
メージソング・ダンスの普及 など

２０２０年代

時代が過ぎても取組に変化なし 広報担当の業務量 大

官民共創の自由な発想で新たな取組の提案を求めたい



広報・機運醸成計画

2025
年度

認知度（現状)

24％

20XX

1st season
県民認知度の向上 2025-２０２7

大会開催を知ってもらうための
広報・イベントを積極的に展開

目標認知度

60％

2nd season
県民認知度・参加率の向上 2028-２０２9

広報・イベントを引き続き実施するとともに、
県民が大会にいずれかの形で参加してもらえる
興味・きっかけ作りを展開

目標認知度

80％

目標参加率

開催

3rd season
誇り醸成・地域活性化 2030-

X％

※「参加率」の定義

両大会の開催を通じて、スポーツを「する・みる・ささえる」の

いずれかに参加予定又は関心がある県民の割合

参考

・目標認知度…先催県の同時期における認知度を参考に設定

・目標参加率…次ページ以降記述のサウンディング調査で
「検証方法及び目標数値」を聞き取り項目としています

2028
年度

2030
年度



予算未定

（予定）２6年度47,755千円

事業期間・予算について

2025
年度

20２8
年度

20２9
年度

１クール目 ２クール目

２０２５～２０２７年度、２０２８～2029年度の2クールに分けて委託

※2クール目は、1クール目の実績を評価し、受託者を選定

2026
年度

2027
年度

３年総額最大計138,263千円

（うち）２０２５年度13,900千円 （予定）２7年度76,608千円

契約・事業開始
（予定）10月



事業実施方法

成果連動型民間委託契約方式（PFS）の導入を予定します

民間の創意工夫を最大限に引き出す

新たな官民連携の手法

社会課題の解決に対応した

成果指標を設定し、

PFSとは

当事業では、認知度・参加率を成果指標に設定

成果指標値の改善状況に応じて

委託費等を支払うことにより

成果

支払額

D C B A



成果指標・支払いについて（１クール目予定イメージ）

成果認知度（％）

支払額

45 6055

２０２５～２０２6年度は固定払い、２０２７年度予算の一部を成果に応じて支払います

※成果指標の検証は、発注者が別途実施する予定です

固定支払額
３年最大計108，263千円

20,000千円
認知度45％～55％

認知度55％～60％

認知度60％～

30,000千円
10,000千円

成果連動支払額

最大30,000千円



具体的な事業提案の募集について

公募の実施にあたり、

事業の実現可能性・継続性・当事業への参入条件等が不明瞭・・

公募条件設定のため、

サウンディング調査を実施します

サウンディング調査とは

✓ 民間事業者との対話(ヒアリング)を通じて、民間アイデアや事業の実現可能性等を把握する手法

✓ 任意の無償参加ではあるが、参加者に対し、後続の公募審査で加点をする可能性がある 



サウンディング調査で提案を求めるもの

✓ 目標達成に向けた具体的な実施内容及び各実施内容の体系図

※前例から脱却するこれまでにないダイナミックな取組や、費用対効果が高いワイズスペンディングに繋がるような取組をご

提案ください

※また、取組ごとに広報・機運醸成の側面でどのくらい効果・役割をもたらすのかも可能な範囲でお示しください

✓ 広報・機運醸成事業全体の効果的な進め方（推進の計画、手法・媒体）

✓ 成果連動方式に対する意見

✓ ①認知度（第1クール：60%,第2クール：80%）設定数値に対する意見

✓ ②参加率の実現可能な検証方法及び目標数値

✓ 各事業・年度ごとの概算費用

✓ その他ノウハウを活用した独自の提案/目標に対する意見等

以下事項を可能な範囲でご提案ください



【参考】提案にあたっての参考資料

令和７年１月：県民アンケート結果

9.5%

75.9%

4.3%
10.2%

●どちらも知っていた
●国スポ開催は知っていた
●全スポ開催は知っていた
●どちらも知らなかった

両大会開催の認知度

年代が若いほど認知度が低い結果であった

第83回国民スポーツ大会・第28回全国障害者スポーツ大会

開催基本構想（抜粋）

県民の誇り醸成

県民に身近な県代表、県出身アスリートの様々な活躍を紹介 等

本県が目指す３つの柱「３ アクティブぐんま」

県民の誇りを育むとともに、

スポーツを通じた地域の活性化につながる大会

健康志向

生涯スポーツや軽スポーツを普及啓発し、県民の健康意識を向上 等 

県民の繋がり

地域団体・学校・企業など県内の様々な団体との連携 等 

地域活性化

地域の魅力を活かしたおもてなし 等 

n=3,000
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